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1 は じ め に

大阪市宜大学第 4次東南アジア学術調査隊は,1964

年10月から1965年4月にかけて,カンボジア ･タイ ･

マレーシア ･ブルネイなどの諸国で野外調査を行なっ

た｡隊員は15名,人類 ･昆虫 ･地質 ･植物および学廿

班の5班編成で,各班はそれぞれ独立に行動したO以

下に報吾するのは植物班の調香行動のあら ま しで あ

る｡植物弧 ま,穂積和夫 ･粉川昭平 ･依田恭二の3名

で,隊長吉良竜夫も一部これに参加したo

第 3次調香隊 (1962年10月～1963年2月)はカンボ

ジアで大歓迎をうけたが,今回の調査隊に対するカン

ボジア政府の態度は,少なくとも公式にはまったく非

協力的で,そのために予定したカンボジアでの集中調

査は実行できなかった｡したがって各班のカンボジア

での調査は,期間的にも規模の点でもかなり制約をう

けたが,この点で植物班はもっともめぐまれ,南西部

コ･コン (Koh Kong)州のコンポン･ソム (Kom-

pongSon)湾に面 したチェコ- (Ch台k6)で,2カ

月あまりの聞集中的に熱帯多雨林の研究調査に従串す

ることができた｡

この調査については在カンボジア日本大使館および

クメール商工農企業株式会社 (SOKECIA)から非常

な援助をうけた｡とくに SOKECIA の只熊力氏はじ

め職員各位に対して厚 くお礼を申しあげたい｡また調

査費の一部は,文部省科学研究費 (海外学術調査費)

によってまかなわれ,残 りの経費については朝日新聞

社はじめ財界各方面の協力をあおいだ｡つつしんで謝

意を表する｡

2 調 査 の 内 容

植物班の最大の目r畑ま,熱帯多雨林のLL態学的研究

であった｡とくに,世界の自然植生のなかでもっとも

高い有機物生二産))をもつ熱帯多雨林の物質代謝の全貌

をとらえることに主眼をおいた｡これは,1957-58,

1961-62,1962-63の第 1-3次調査隊の植物班の成

果 (4,5,6,7)をひきつぐもので, 従来の調査で不備

であった部分をおきなうことに重点がおかれた｡

われわれの行なってきた森林調査のおもな内容は,

つきのような項目にわたっている｡

(1) 森林内外の微気候 ･日射量の測定 (2) 写真
および測図による森林構造の記録 (3) 調査区の設

定と毎本調査 (胸高直径 ･樹高など) (4) 伐木調

査と葉 ･幹 ･枝 ･根の重量測定 (5) 植物体各部の

化学分析 (6) 葉の光合成能の測定 (7) 植物体各

部の呼吸量の測定 (8) 材の直径の度数分布の測定

(9) 落葉枝量の測定 個 土壌呼 吸量の測定 (ll)

深さ1mまでの土壌試料の採取と化学分析 (12) 地

表有機物層の蓄積量の測定 (13) 土壌中の小節足動

物類の採集 (14) 樹種組成の記録 ･植物採集および

生きた植物の導入 (15) 永久調査地の設定による樹

幹の連年生長量の測定 (16) 伐木跡地における森林

再生経過の継続観察

こんどの調査期間では,u5)(16)をのぞくすべての項目

について,一応の調査を完了することができたOとく

に,日射量や光合成の測定は初めての試みであり,ま

た呼吸量や土壌呼吸量の測定をずっとくわしく行なっ

たこと,胸高市径 1.3mの大木まで伐倒 ･秤量できた

ことなどがいちじるしい進歩であったo

以上のような調査によって,

(1) 森林の全植物の狂体現存量 (2) おなじく全

呼吸消費量 (3) おなじく全光合成量 (4) 土壌有

機物の蓄積総量 (5) 落葉枝による更新量 (6) 卜

壌有機物の分解速度 (7) 各種/J:jt素の循環速度

などを推定することができる｡さらに,おなじ調査地

を数年後にも調査することによって,森林の什長旨ミニや

樹木の枯死率,伐採地の森林復活状態などを知れば,

森林の物質代謝のアウトラインが明らかになるであろ

う｡第2次調査隊は,タイ南部のカオ･チ ョン (Kha(つ

Chong)国立公園内で同様の調査をおこない,その後

も2回の継続調査ができたので,すでにかなり完備し

たデータがえられている(4,5,7)｡ 今回の仕事は,そ
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れと比較することによって,大きな価値をもつように

なるであろう｡

上のような調査を 1林分について行なうには,少な

くとも 1.5- 2カ月の期間を要する｡こんどの調査で

は,カンボジア政府との折衝と滞在期冊の延長手続き

のた裾 こ,内地で 1カ月,プノンペンで2カ月を空費

したので,チェコーでの調香だけにとどまったのは残

念であった｡

チェコーでの調査は,1965年 1月17日にはじまり3

月22日に終了した｡ 2月7日までは.熱帯多雨林内に

2つの調査地を設定し,毎木調査や環境調査をすませ

るのについやした.2月8日から3月7日までの 1カ

月｢ErlTIは,伐採作業をおこない, 3月8日以後を湿地林

および湿地辺林の調査にあてた｡

そのほか,プノンペン滞在の2カ月を 利 用 して,

1964年11月26-28日にチェコーの予備調査を試みたほ

か,カンポット (Kampot)州 ボコ-ル (Bokor)高

原やコンポン ･スプー (KompongSpeu)州 Kirirom

のマツ (PimLSmerkuLdi)林地帯,プノンペン近郊な

どの植生をしらべた｡また,カンボジアから帰国の途

中タイに立ちより,カオ ･チ ョンの調査林のその後の

状態をもしらべた｡以下には,チェコーでの調査結果

のうち,これまでに明らかになった部分について,千

報的にのべてみたい｡資料の大部分は目下実験室での

処理段階にあるので,内容は断片的なものとならざる

をえないことをおことわりしておく｡

3 調査地と植生の概観

SOKECIA は日本と カンボジアとの共同出資によ

って設 立_された会社で,そのおもな事業はチェコーで

の木材の伐採と日本への輸出である｡カンボ ジ ア両

西岸にあるこの国唯一の海港シ-ヌー ク ビル (Siha-

noukville)の北西 30km, コンポン･ソム湾をへだ

てた半島の突端に あって,ほぼ 10056′N, 1()3024′E

に位置している (図 1)0

図 2に,シ-ヌークビルの気候をプノンペンおよび

103 101 105 106 107'E

図 1 カンボジア概念乳 点線は植物班の調査経路をしめす
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カオ ･チ ョン (南タイ,前出)と比較して示そう｡こ とがひとしいめもりになるようにしてある｡このよう

の図は Walter(10,ll,12)の表示法にならったもの にプロットしたとき,雨量曲線が気温曲線を下まわっ

で,たて軸に月平均気温と月平均雨量をとって,それ ている部分が乾季とみなされる, というのが Walter

ぞれの年変化曲線をえがき,気温 10oCと雨量 20mm の考えである｡
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図2 プノンペン,シ-ヌークビル,カオ ･チョンの気候図

山形の曲線は平均月雨量の変化を,平らな曲線は月平均気温の変化をしめす｡細点
部は乾季をあらわす｡上端の数字は,観測所の海抜高度 (m), 年平均気温 (oC)お
よび平均年雨量 (mm)である｡

プノンペンでは, Walterのいう乾季が 4カ月あ

り,月雨量 100mm 以下の月は5カ月におよぶ｡カン

ボジアの中央部を占める大潮 トンレ･サリプ (Tollle

Sap)周辺の平地は,おなじような気候条件をもち,

そこでは,低湿地をのぞけば,イネ科草本を林床にも

つ落葉樹の疎林-一一 小川たち(6)のいうサ バ ナ林,

USAIDの調査(2)では Dryforestとよぷ- がひ

ろく発達する｡この半乾燥気候帯をとりまいて,まわ

りの丘陵地帯には商業性ないし半落莫件のモンスーン

柿(6)- USAID の報吾 (2)では, Semi-humid

forest- の地帯があり,さらにその外側, とくにカ

ンボジア南西部のカルダモン (Cardamome) および

エレファント(Elephant)山脈の海側斜面には,広大

な常緑多雨林- USAID 報告の Humidforest- -

が発達する｡

これがカン示ジアの森林植生の基本的な地理的分布

のパタンであるが,もちろんシナヽヌークビルやチェコ

ーはさいごの多雨林地帯のなかに位置する｡シ-スー

クビルの年雨量は 3,726mm に達し,カオ ･チ ョンよ

りはおよそ 1,000mm ばか り多い｡しかし雨量の季節

分布はかなり不均一で, 3カ月 (12月～ 1月)の乾季

があり,カオ ･チ ョンの乾季 (1月だけ)にくらべる

と,植物生活への影響はよりきびしいことが予想され

る｡あとにのべる森林の構造にも,この気候の特作は

強く反映している〔

しかし,われわれの調査した1964-65年 の乾 季 に

は,ほとんど毎日のように雨がふった｡SOKECIAの

職員によれば, 7- 8年ぶりの異常天候だということ

であった｡

調査期間中,管形日射計による日射量の連続観測を

行なったが,日射時間はほぼ6時から18時までで,快晴

日の日射量の最高値は 1.3-1.4cal/cm2･minに達し

た｡終日快晴の日よりは,はげしく雲のゆきかう日の

ほうが瞬間日射量が高く,この値よりさらに1()%くら

い上まわる値がえられたことは興味ふかい｡照度の観

測値の最高は12万ルクスくらいであった｡

われわれの観察できたのは,チェコーの海岸から20

km くらいの内陸まで,SOKECIA の林区の範囲内に

かぎられるが,この地域は比商数十m程度のゆるやか

な波状地形で,ほとんど露岩はないが,中生代の砂岩

(KoratSeries)を母岩とする｡ 背後は, おそらく

カルダモン山脈まで切れめなく多雨林がつ づ い てお

り,東南アジアでももっとも人口密度のひくい (1),

原始的自然のおもかげをとどめた地域であるO野象の
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ノ牛息密度はかな り高いようで,新しい黄をたびたびみ

うけたし,またクジャクやキング ･コブラなどの- ど

矧も少なくなかったO

この地域には,大別してつきの :ミつの里の森林栢牛

がみられる｡

A) 多雨林

B)湿地辺林 A)とB)との巾F.r1.1に植苗すること

が多く, TristaJりiaのようないちじるしい特徴種

をもち, また Darl･ydi〟m などの針葉樹をふく

む｡多雨林より樹高がひくく,帖机もことなる〔

C)MelalezICaの湿地林

航空写真 (図3)でみると, C)の湿地林 のしめる

丁田舟まそうとうに人きく,浅 くたいらな谷にinうて分

布し, A)B) の密林地帯とふくざつなモザイクをな

してまじり合 1ていることがわかる｡われわれプ)市も

な調査対象は,もちろん A)の多雨林で,≡()▲11×50m

の調査地をもうけてくわしくしらべた0-万, C)の

湿地林と B)の湿地辺林との境J柚ま不連続できわめて

はっきりしているので,どのような環境要因がそ(/.)分

図 3 チェコ-付近の航空写真

F'1っほい部//tは人語l;分がカユフノデの湿地r木

である｡林道 ,7)終点まで 25klllくらい｡

1:Stand1.2:Stand2. 3:Stand3.

4:チ ェコ- の SOKECIA基地.

布に関係しているのかを知るた裾 こ この両晋につい

てもかな りくわしく調 査 したO

′沖 Iはカンボジアの植物にくわしいJ芋晋や森林宮の

協力をえることができず,また植物誌のたぐいも手に

入らなかったので, 正確な植物名を知ることは困難で

あった｡そこで,現地人のうちとくに植物に精通した

樹種については政府の文献(2,3)によって十告を学 省.

になおしたOしたがって,以下にあげる種名および土

名は,かな り不酢実なも'7)であることをおことわ りし

ておきたい｡

4 熱 帯 多 雨 林

ここの森林の相硯上の人きな特徴は,うっペいした

樹冠層が高さlnm前後の比較的ひくい木によって形成

され,その 卜に最高45mに迂する大木の樹冠が多少と

も不連続に徴在 していることである(図 4)｡カオ ･チ

ョンの森林では,高さ20m前後にうっペいした葉柄が

あり,その 日こ 35-4(1m 級の木の不連続な層があっ

た〔7)｡熱帯多雨林では､30mjIlLの樹苗をもつ巨 人

図 4 チェコ-の熱帯多雨林と SOKECIA
の林道tもっとも林机のりっはな部分である

一一1.1:トー
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高木層の個体密度は,乾季のいちじるしい気候の土地

ほど低くなる傾向があり(8),またそれにともなって

連続した葉層の形成される高さが低くなってゆく｡こ

の原則から判断すると,チェコーの森林は,カオ ･チ

図5 伐りのこされたチュウティルの大木

母樹として相当数の木が残される｡

ヨンの森林よりもいっそう乾燥期の

影響をつよくうけているタイプに属

することになり,前にのべた雨量分

布の比較の結果によく一致する｡

乾季はいちじるしいが,SOKEC

IA の人たちによれば,乾季に樹木

がとくに多く落葉する傾向はみとめ

られないという｡最上層の大木の主

要樹種のひとつである Choeuteal

(DipferocarPusspp.,D.alatusお

よびそれに近縁の種群の総称)は,

11月末にはちょうど落葉をはじめて

いるものが多かったが, 1月にはす

でに完全に葉を更新してしまってい

たO特定の種とくに上層木のあるも

のが,ある季節にそろって落葉し,

ごく短期間はだかになる現象は,典型的な熱帯多雨林

でもめずらしいことではない｡なお,カオ ･チ ョンの

森林にくらべると,熱帯多雨林の特徴のひとつに数え

られる板板の発達がわるいことがめだった｡板根はこ

こでも決してまれではないが,比較的小径木に多く,

,乱ヒ層に迂する巨木で板根をもつ種類はごく少なかっ

た｡これも気候条件に関係しているかもしれないO

われわれの調査地 Stand1(50mX50m)では,節

1 層をなす主林木は2本の Choeutealsrak to主(葉

の小さいチュウティル)と2本の phdiek(Anisoptera

sp.)とからなっていた｡ この2種と Koki(Hoped

odorata)とは,ここで伐採されている樹種のうち最も

重要なもので,いずれもフタバガキ科 (Dipterocarp-

aceae)に属する｡ この点で,東南アジアの熱帯林と

してはもっともふつうなタイプであるといえよう｡

第 1層の巨大高木の下の空皿には, suwaihuot,

changkokoh,sunbokunkrongなどの樹高 2(1m

級の木が第2層を形成し,さらにその下の樹高10m前

後の第 3層には ankuin suwa, angkot khmau

(DioslryrOSSp.), phaeh,rong, reang phnom

(Bwringtoniasp.)などの種類がふくまれ,ヤシ類2

種も後者の層にみられた｡第 2層の木には,きわめて

商い頻度で木質のつる植物がからみつき,樹冠の表面

をおおいつくしていることも少なくない｡つる植物の

おもなものは,voalkriel,Voalromiet,voalchum

図 6 多雨林 (Stand1)の林相

太い第 1属の木の幹と細い第 3層の樹木とが対照的である｡

2本の太い幹は,右が phdiek,左が sunbok･
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koh (Bay,hiniasp),voalkrielsuwa などであっ

た｡

地表層にはつる植物の幼木が多いが,そのほかユ リ

料,テンナンショウ科の草本もみられたO

図 7は,Stand1(7)胸高直径 4.5cm l二上し'7)樹木の

樹冠の水平投影図をしめす0 4本の巨人高 木の樹冠の

l廿律は2(1m前後に逢し,直径 8m前後の第2層の樹冠

とともに,地表の70-80%をおおっていることがわか

る0第 3層の樹冠ははるかに小さいが,密度が高く,

この層の葉層の連続性がもっとも高いことが図からう

かがわれるであろう｡

おなじく胸高直径4.5cm仁圧二のすべての木本 (つる

をふくむ),7)胸高直径の度数分布,Ji,もとめ,カオ ･チ

ヨンの森林のそれと比較すると,図8のようになる｡

ふたつの森林の立木密度はほとんどひとしく 1,500/

ha弱であるが, 幹7)太さの分布にはかなりのちがい

がみとめられる｡どちらの場合も,胸高直径の度数分

布曲線は曲里的なL字形をなしているけれども,カオ

･チョンの森林 (図8石)のほうが最人の直径が小さ

く,また最小の借級から最入植にいたるまでの度類′7)

滅少はより連続的であるO これに対して Chek8の

Stalldlの分布は連続性がわるく, 人別して胸高直

径 80cm H L,R0-20cm, 20cm 以下の3つのグル

-ゾ,を認9)てもよさそうである｡この区分は,明らか

に 日二のべた3段の高木層に対応している｡

図7および8の分析の結果は,このように相刷の机
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∫/ ､ ′一一､
I / --/ナ､ ′O ､
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図7 多雨林 (Stand1)の樹冠の水平投影図 (1つのわくの人きさは 10mXIOm)

阿南直径 4.5cm ll),とのすべての本の樹冠のりんかくと幹の位閏をしめす0
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図8 胸高甫径の度数分布

調査面精内の胸高直径 4.5cm 以上の全て

の木本の測定値∴調査面精および総個体数は

カオ ･チョンで2×40mX40m,463本,チェ

コ-で 50mX50m,374本.

案とよく一致し,チェコ-の熱帯多雨林がかなり明僚

な 3層構造をもつことを示している｡ 小川 た ち(7)

は,カオ ･チ ョンの森林が不明瞭ながら4層に分化し

た構 造をもつことを示したが,このちがいは,すでに

のべたように,乾季の長さの差を反映したものと考え

るのが妥当であろう｡

樹木の種類については,確実な数字をあげることが

困難であるが, 50mX50m の面精のなかに胸高直径

4.5cm以上の木本のみで,樹二木39種,

ヤシ2種,つる7種をみとめ,ほか

に不明の佃休19があった｡カオ ･チ

ョンでは,40mX40mの調査地に,

おなじ太さ以上の樹木58-59種,つ

る8-12種が吉己録されて い るか ら

(7),肌らかにチェコ-のほうが種

矧密度は小さい｡完全に乾季のない

赤道気候をもつマラヤの熱帯多雨林

では,胸高直径 30cm 以上の大木だ

けでも 197-227種/L6ha,100種以

上/∩.6ha というようなおどろくべ

き数字が報告されている(9)から,

カオ ･チ ョン,チェコーとしだいに

種斬密度が低下して怜くのは,やは

第3巻 第3号

り気候の悪化と関連づけて理解すべきであろう｡

チェコーの多雨林をささえている土壌は,深い黄赤

色の砂質壌土で,ほとんど裸をふくまず, 1m前後の

深さまでは少なくとも肉眼的にはめだった層位の変化

が認められない｡まだ化学分析がおわっていないので

くわしい性質をのべることはできないが,大土壌群と

してはラトゾル (latosol)に属するものであろう｡

興味あることに,Standlの土には,深さ 4()cm お

よび1mのあたりに,炭化した植物体がふくまれてい

た｡その試料は,いま放射性炭素分析による絶対年代

の測定中であるが,結果が判明すれば,熱帯多雨林で

の土壌形成の速さや,この地方の森林の歴 史 に つ い

て,重要な手がか りがえられるであろう0

5 カユプチの湿地林

あさい谷の平坦面に発達するこの湿地林は,ほとん

どカユプテ (smach,Melaleucaleucadendron) のみ

からなる疎林で,われわれの調査地 (Stand3-A)で

は樹■高 10m,立木密度 200/haくらいであった｡カユ

プテは,やや厚い特徴のある淡緑色 ･平行脈の葉をも

ち,樹皮は厚くスポンジ状で,うすくはがれる｡市径

20cmの幹では,樹皮の厚さが直径の 1/5くらいをしめ

る｡樹皮は淡褐色で表面はとくに白く,林内のながめ

はシラカンパの林を思わせる(図 9)｡

樹冠が連続していないので,地表は 30-40cm くら

いの高さの,イの類(Ju7,CuS)を主とする下草でおおわ

れている｡その中にまじって,点点とウツボカズラが

図 9 カユプテの湿地林の林柚,Stand3-A 付近
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図10 カユソテ休の林床にはえたウツボカズラ

みられたOウツボカズラは,混地林をとりまく混地辺

林の林縁では,かな り高くのぴあがって低木にからみ

ついていた｡調査期が乾季であった関係で,Stand3-

Aでは確認できなかったが,このタイプの湿原はウツ

ボカズラ以外に ミミカキグサ,モウセンゴケなどの食

山根物に富み,きわめて貧栄養的な環境であることを

しめす｡

カユプチの湿地林は新奇アジアの紬 毎地域にひろく

分巾しているが,そのほとんどは海岸低地のマングロ

ーブ林'/)酉後に,いわゆる rear mangro､eをつく

る｡沼沢地の水は多少溢水の影響をうけてお り,乾季

でも水をたたえているのがふつうで

ある｡カンボジアでも,カンポ -パ

州やコ ･コン州の両岸 ､冊j;にはおな

じような性質のカユプチ林があり ･
ttr'lLj'/k旧化しているが,そ'DほかにII''j

ilTL-75ゝら 1OOkm 以上はなれた山皿部

･J)谷や,高度 1,OOOm に311する;ドコ

ール高原J)卜にまでカユー/テ林が分

(LJ.寸るのは,この日_､lのいちじるしい

特徴である｡後者のタイプは,ほと

んど例外なく珪砂層の上に成立して

お り,乾季には地表はか わ き き -つ

て,｢′iい鍾紗が強い日ざLをう打て

ギラギラとかがやく｡チェコーのカ

ユプチ休もこのタイプに属し,乾季

には下葛が焼けることが多く,カユ

プテの幹にも黒 くこげたあとがのこ

っていた｡

湿地林をかこむ密林の林縁から50

mはなれた中央部の土をはってみる

と,きわめて純度の高い,こまかな

珪砂層の上に成 立していることがわ

かる,野火の灰で汚染された衣 両を

のぞくと,深さ 1m くらいまで均質
なi′lい珪砂がつづくOこの深さで地

下水に達したため,その下部に予想

される不透水層の存在をたしかめる

ことはできなかった｡ コンポン･ス

グー,シ-メ-クヒル吊Jの-イT.)ェ

イがコ･コン州東部のひ ろ い 混地

帯を通過する部分では,珪砂情の下

に酸化鉄の凝結物をともなった粘土層 が 親祭 され

た｡

6 湿 地 辺 林

を画して密止した森林に接するが,その森林は相紬杓

にも組成的にも典型的な多雨林とはことなっているUj

で,か りに混地辺林とよんでおく｡

5OmX20mの調査地 (Stand3-B)には,胸高Il一昭;

4.5cm艮 ヒの木本楠本が242本あり,個体密度は 2,4二20

/haとなるから,多雨林よりも二立木密度は人きいoL

図11 湿地辺林 (Stand3-B)の林相

中央の黒い幹は針葉樹 Dacrydium,その両側 の F'】い幹は'(,-itゞJanla･
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たがって樹冠はかなりよくうっペいして い るが (図

12),樹木は平均して小さく,林分の高さは22m前後

しかない｡もっとも個体数の多い樹種は,pringbay

(Eugenia sp.?), phaon romoas, rom leang

(Tristaniasp.),rong,sralet,srol (Dacrydiuln

sp.)などで, ヤシ科の taaunも多い｡rom leang

はサルスベ リ状のなめらかな樹皮をもち,とくによく

めだつ｡また, 多少ヒノキに似た感じの針葉樹 srol

の存在もいちじるしい0 242本の木本の内わけは,樹

木27種,ヤシ1種,つる2種,のほかに不明個体32本

であった｡ 多雨林 (Stand1) との共通種も, sun

第3巻 第3号

bokunkrong,rong,angkotkhmau,voalromiet

など若干あった｡

湿地林から湿地辺林にかけての巾20m,長さ 100m

の調査地 (Stand3)のうち,境界線をはさむ50m の

部分の樹冠水平投影図を図12にあげよう｡湿地辺林の

うっペいは多雨林にくらべればわるく,また垂直方向

の成層構造も比較的単純であろうということがこの図

からうかがわれる｡樹商の測定値からみると,多雨林

でみたような明瞭な高木層の分化はみとめにくいが,

およそ 13m くらいの高さを境にして,上下の2層に

区分されるようであるo

図12 カユプチ湿地林と湿地辺林との境界付近の樹冠投影図 (わくの大きさは 10mXIOm)
斜線をほどこしたのは土壌調査のトレンチo小さな四角はヤシの幹をしめす｡

この湿地辺杯のように, Tristaw'aを標徴種にふく

み,DacrJ′dium や Podocarpusなどの針葉樹の存在

によって特徴づけられる背のひくい常緑樹休は,砂岩

の基盤上の浅い土壌とむすびついて,カンボジアの多

雨気候地方にひろく分布し, USAID の調査 (2)で

は,Dwarfevergreenforestとよばれている｡ そ

の典型的なものは, たとえばボコール高 原 の海抜

1,00Om の台地上にみられる｡あとでのべるように,

stand3-B では土地がかなり深く, 樹高もこの型の

森林としては高いほうであるから,いわば多雨林への

移行型とみなすべきものであろう｡

熱帯多雨林気候のもとでも,排水のよい砂質土壌地

には,背がひくく種粕組成をことにする特殊なタイプ

の森林が典型的な多雨林にとって代わることは,世界

各地で観察されている｡ Richards(8)は,Winkler

(1914)にならってそれを heathforestとよんだ｡

Heathforestは,熱帯多雨林にくらべると,構成

棟数が少なく,樹木は背がひくくて乾止的な小型の共

をもち,つる植物や板根の発達がわるく,立木密度は

商いが上層木のうっペいは十分でなく,成層構造はよ

り単純であるという｡また,しばしば針英樹類をふく

み,土壌表面には多量の有機物が集積して,土壌はポ

ドソル化する傾向がある｡さいごの土壌の性質はまだ

判明していないが,その他の特徴はいずれもチェコ-
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の Stand 3-B で代表される湿地

辺林によくあてはまる｡サラワクの

heathforestで, 周辺の多雨林に

はみられないウツボカズラが特徴的

に存在する事実(8)は,チェコーの

場合と比較して興味ふかいO

さいごに,湿地林と湿地辺林との

境界線付近の土壌についてふれてお

こう｡境界線の軒下では,地下はやは

り白い珪砂層であったが,深さ80cm

付近にきわめて硬 く田結 した酸 化

鉄を主体とするらしい盤層があり,

それu 卜に掘り下げることはイく可能

であった(図14)｡ここから湿地林の

申心に向かって トレンチをはりすす

むと,境界線から遠ざかるにつれて

盤層はしだいにやわらか く薄 くな

り,水平距離5mほどで消人した｡

もはほおなじ状態で継続し,少なく

とも境界から5mの距離までは変化

がみとめられなかった｡ したが っ

て,地上の植il･.にみられる急激な変

化は,土壌条件の変化に対応しては

いない｡

湿地 辺林の林縁から内部に25m入

ったところを掘ってみると,まだ表

血 30cm ほどは湿地林の地下とおな

じ白い珪砂層であり,その下は不連

続に黄赤色の砂土に移行し,両 便の

境舛面にかなりの酸化鉄の沈着がみ

とめられた｡さらに25m (林縁から

図13 湿地林 (前景)と湿地辺林との境界線をよこきる

土壌調査の トレンチ,純白の珪砂が折りあげられている｡

図14 境界練付近の土壌休]flrl~i

Tl一機物と灰に汚染された表層,珪砂層,褐色の酸化鉄層

が昭次成層するO図の構巾は 1m 強,
50m)内部では,もはや自い珪砂JE裏

はなく,全土壌断面はほぼ-様な黄赤色の砂土からな

り,多雨林 (Stand1)の土壌にくらべて,はるかに

極端な砂質であり,地表には有機物の惟損が多く,衣

土 (Al層)の腐植による着色はよりいちじる しかっ

た｡

おそらくこの黄赤色の砂土は,とくに紗以外の成分

の少ない砂岩に由来する残粘土であって,白い珪砂層

の堆杭以前の原地表面をなしていたものであろう｡こ

の原地形の谷をうずめつくしたぱく人な量の珪砂が,

どのようにして淘汰され渠潰したものかはわからない

が,少なくとも現在の地形や水系からは,その血来を

説明することが困難で,おそらく近い過去の地矧明 仁

の産物ではなかろうかと思われる｡そして,その砂屑

中に集まってくる水には,大壷の酸化鉄やアル ミナが

分散しており,それが雨季 ･乾季の交代にともなう地

下水の上下運動によって,ある深さの層位に沈澱して

盤層をつくった｡その存在が,よく水を透す珪砂層の
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ドキシカルな現象をひきおこしたものである｡

Heathforest系の湿地辺林は, 本来,とくに砂質

の残積土と結びついて発達したものであったろう｡そ

れがしだいに隣接する珪砂層の上にも進出し,珪砂層

の被覆が比較的うすく雨季の滑水があまりいちじるし

くない範囲までひろがって,現在の林縁を形成してい

るのではなかろうか｡
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追 記

その後の概算によると,チェコ-の多雨林 (Stand1)の現在量は,乾呈およそ 410ton/ha(胸高出

径 4･5cm 以上の樹木のみ)で,カオ ･チョンの森林の 324-400ton/haと人差ない｡しかし,後者の

葉面積指数が 10.7-ll.4ha/ha, すなわち土地面積の 10-11倍の葉面積をもっていたのに対して,チ

ェコーの多雨林はかなりこの数字を下まわるようで,やはり気候的制約が考えられるO

深部に凝結層をもつ沖積砂層上の森林は, 最近 Ashton によってブルネイからも報告されている

(Ashton,P･S.:Ecologicalstudiesinthemi.redDipterocarpfwestsofBrunetState,C1arendon

Press,oxford,1964)｡そこでは,砂層が堆精後隆起して段丘となったらしく,森林は heath forest

_)1Eliで,やはり Tristavli･7や針葉樹 (Agathis)をふくんでいる｡また砂岩上に発達する背のひくい森林や

湿原の櫨/1は, マレ-シアではバグン (Padang)の,名でよばれ, ウツボカズラ･モウセンゴケなどの

食虫植物,アリと共圧することで有名なア リ植物期の多いのが特徴である｡ これらの特殊な植物は,也

端に窒薫源の少ないバグンの頗境とむすぴついて, 独自の進化をとげたものと考えられている (たとえ

ば Gilliland,H.B.:"Anevocativehabitat."Trα′りS. BJt.Sac.Edi･nb. 38,1959,pp.56-63)｡

チェコーの湿地辺林でも,アリの巣となって異常肥大した塊茎をもつ Myrm3COdia や Hydn坤hytum

のようなア リ植物が,湿地林に面 した林線7)ir_木上に清生しており,つる性のア リ植物 Dischidiaの規

もみられた｡
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